
 

コロナ後の日本の観光のあり方とは 

－日本における SDGｓに貢献するホテル経営と利用客の行動－ 

 

岡山学芸館高等学校 2年 渡邉 この葉 

 

1. 研究目的 

この研究は、宿泊施設の SDGsへの取り組みの現状とその背景、および 2021年における高校生の SDGs達成

（地球環境保護）に貢献する観光への意識について明らかにすることを目的とする。コロナ前は各国がインバウ

ンドビジネスに熱狂し、日本を訪れる外国人も 2019 年には 3000 万人を突破した。一方で、旅行者の増加によ

る自然環境や地域住民の生活に対する負荷が発生し、観光の負の側面も目立つようになっていた。コロナ禍収束

後に、日本の観光業が、これまで以上に生み出す負荷や悪影響を最小化する形で回復することを達成するため、

日本人がこれまで以上に SDGs に配慮した観光や宿泊施設に倫理的な価値を感じられるような啓発活動を進め

る上で参考となる研究を進めた。JTB総合研究所の調査によると、SDGs達成に貢献する旅行について、外国人

は、「必要だと思う」が 96.7％とほぼ全員がその必要性を認識しているのに対し、日本人は 75.2％にとどまった。

また、必要だと思う理由について、外国人は 73.7％が「社会問題や環境問題について知る、解決につなげたいか

ら」だったのに対し、日本人は 39.4％であった。「子どもたちの未来に役立てたいから」は、日本人 50.4％、外

国人 54.2％であった。さらに、日本人の 25％は、SDGs達成に貢献する旅行への必要性を認識しておらず、その

半数が、「観光は単純に楽しむものであるから」を理由としていた。SDGsに配慮した旅行の価格が通常の旅行価

格よりも上昇することについて、約 9割の外国人は許容する一方で、日本人は 7割程度にとどまり、価格が高く

なるなら利用しないという回答も少なくない。 

 

2. 研究内容 

 観光客をいかにして獲得するか知恵を絞るホテルの立場、自分の価値観に基づき観光地や宿泊施設を選ぶ観光

客の立場の双方の視点から研究を進めた。立地や経営環境の異なる２つのホテルの SDGsへ取材を通じて、SDGs

への取り組みの現状とその背景を明らかにした。また、高校生への意識調査アンケートを通じて、SDGs達成に

貢献する観光への意識を調べた。 

 

3. 研究方法 

3-1. Sホテル（倉敷市）での取材 

 Sホテルは、造船株式会社がコンビナートの外れに建てた迎賓館が前身のホテルである。現在も造船株式会社

が運営しており、隣接する造船所で船舶が完成した際に 2～3 か月間、船会社の乗組員が船の設備の操作方法の

研修を受けるために滞在する。現在はコンサルタント系の会社も経営に参画し、一般の宿泊者の増加にも力を入

れている。親会社が造船会社であることから、一般の専業ホテルに比べれば経営の心配は少なく、宿泊客を意識

した SDGs対応への必要性は高くない。 

 取材すると、Sホテルはまだ SDGsへの取り組みは本格的には進んでいないとのことだった。清掃やタオル交

換が不要と申し出ると、１回につき１本ミネラルウォーターをもらえるという取り組みはされていた。それ以上

の取り組みとなると難しく、その背景には私たちの意識も影響しているようだ。ホテルの方にアメニティグッズ

を減らすことで SDGsの取り組みにもなるのではないかという質問をしたところ、それによって「あそこのホテ

ルにはあったのに、このホテルにはない」と比べられてしまい、クレームや利用客の減少を招きかねないという

問題があると話をされていた。他のホテルが置いているものは用意しておかなければいけないという、SDGsよ

り経営面を優先せざるをえない現状があることが改めて確認できた。 

しかし取材の中で SDGsを推進する１つの可能性も発見した。それは SNSでのコメントが Sホテルの経営方

針に大きな影響を与えるということだ。経営側はホテルのサービス向上のため、利用者の声に非常に敏感で、迅

速な対応につながることもよくあるそうだ。SNS を通じて SDGs に貢献するホテルに対する紹介などを広めて

いけば、SDGsに貢献することが経営的にもプラスになるという判断につながることが考えられる。 

 

3-2. Gホテル（岡山市）での取材 

Gホテルは、岡山駅前にある JR西日本関連のシティホテルである。京都や大阪にも Gグループのホテルがあ

り、コロナ前は海外からの観光客も多かった。Gホテルは、環境に配慮した取り組みについての情報を施設内ま

たはウェブサイトなどで配信をしており、環境問題に関心の高い利用者が G ホテルを選択することに繋がって

いる。コロナの影響で大きな打撃を受けつつ、地球環境保護への取り組みは継続、強化している。 



G ホテルでは，2011 年から環境に配慮した取り組みを本格的に始めた。その内容は、地球温暖化防止（省エ

ネ）、循環型社会形成の推進、地域・自然との共生など多岐にわたっている（表１）。エネルギーと水の使用量を

を 2010 年と 2019 年で比較したところ、水は 30％、ガスは 40％、電気は 10％の削減効果がみられたという。

アメニティグッズは、サービスの面から減らすのが難しいため、環境にやさしい素材を使用している。レストラ

ンで出す食事は地産地消のものにして、輸送による環境負荷を低減するなどの取り組みも行っている。地域に信

頼されるホテルでありたい、地域の活動から持続可能な社会の発展に貢献していきたいという熱意が取材を通し

て感じられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部だけでなく内部に対しても環境保護への取り組みは一貫している。社内誌で環境配慮事業を紹介している

ことに加えて、外部講師や出前授業などによる従業員向け環境研修を年に 1回実施し、従業員の SDGsへの意識

を高めている。 

G ホテルは、エコマーク「ホテル・旅館 Version2」を 2019 年 4 月 19 日に取得した。エコマークとは国際標

準化機構の規格 ISO14024「タイプⅠ環境ラベル制度」に基づく認定制度で、1989 年から日本環境協会が運営

しており、環境への負荷が少ないなど、環境保全に役立つと認められた商品および施設に与えられるものである。 

 

3-3. 高校生へのアンケート 

今後のホテル業界の環境への取り組みや、環境に貢献する観光への啓発の方向性を探るため、私は岡山学芸館

高等学校清秀高等部コースの生徒 86名を対象に、SDGsを意識した観光に関するアンケートを実施した（表２）。

私の通う高校ではグローカル課題研究という授業を通じて SDGsについて学ぶ機会があるため、一般の高校生よ

りも SDGsへの認知は高い可能性がある。アンケートでは、本校生徒の SDGsや環境に貢献した宿泊についてど

のような意識をもっているかを調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１に対して、SDGsについて興味関心が高まっている生徒が 31名(36％)、やや高まっている生徒が 21名
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図２ホテルを選ぶときに環境問題やSDGs

に取り組んでいる所を選びたいと思うか

思う やや思う 普通 やや思わない 思わない

(24.4％)と、全体の 6割ほどが関心が高まっていると回答している（図１）。ホテルを選ぶときに環境問題や SDGs

に取り組んでいるところを選びたいと思うかという質問２に対して、そう思うとややそう思うと答えた人が 31

名(36％)となり、そう思はないとややそう思はないと答えた人数の 25 名(29％)を上回った（図２）。SDGs への

関心の高さが観光における宿泊施設の選択に一定の影響を与えているのかもしれない。 

ホテルのアメニティグッズの量をどう思うかというの質問３については、「多い」と回答した人が 11.6％だっ

たのに対し、「ちょうどいい」と回答した人は 88.4％とかなり多かった（図３）。実際には、使っていないアメニ

ティグッズは相当あると思われるが、過剰ではない、あって当たり前のものという感覚の人が多いことに驚かさ

れる結果となった。観光に非日常を期待し、贅沢慣れしている日本人の意識が明らかになったといえる。質問３

で「多い」と回答した人を対象に、アメニティグッズを減らすとしたら何がいらないと思うか質問したところ、

歯ブラシ・かみそり・くしなどが多く挙がっていた（表３）。浴衣やスリッパなど洗濯や消毒をすることで長い間

使い回せるものは減らせなくても良く（浴衣などは旅行の雰囲気を楽しむという意味でもあった方が良い）、家

から持っていける歯ブラシ、くし、カミソリなどは部屋に置かず、使いたい人が自動販売機などで買えるように

したら、ゴミなどの量が減るのではないかという記述、自分で家から持って行くのが当たり前という意識に変え

ないといけないという記述もみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 考察 

 この研究によって、SDGs へ取り組みがまだ進んでいない宿泊施設でも SNS などの利用者の声には敏感であ

ることがわかった。また、G ホテルの例から、想像以上に多様な形で地球環境に貢献できることが確認できた。

アンケート結果からは、観光と環境を関連づけて考える意識が高校生に希薄であることが浮き彫りとなった。私

は今後、地球環境に貢献する観光に対する意識を高めていきたいと考えており、二つの案を提示する。 

① SDGs（地球環境保護）の教育を普及させる 

幼稚園、小学校、中学校、高校において、児童生徒の発達に応じて、段階的に SDGsの教育を行う。幼稚園で

は SDGsの 17項目に触れられる簡単なゲームを 1か月に 1回ほど実施。小学校では 1週間に 1回ほど授業とし

て取り入れ、少し詳しく地球環境について学んでいく。中学、高校では課題研究に力を入れていき、主体的に理

解を深めていく。これらの活動が有機的に関連づけられることが必要で、そのための教材作成や教材のプラット

フォーム化などに携わっていきたい。 

 

② SDGsを取り入れたエコナンバーワンコンテスト 

海外のインフルエンサーはエコに取り組んで、それを SNS などを通じて発信し、世界中の多くの人と取り組
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みを共有している。日本でも、SNSを通じた SDGs（地球環境保護）への共感、盛り上がりが、日本人の SDGs

への意識を高め、観光業界のあり方を持続可能なものへと発展させることにつながるのではないか。エコナンバ

ーワンコンテストとはあらゆる SNSに SDGsに取り組んでいる写真と、『取り組んだ内容』と＃エコワンと記載

して投稿するものだ。年代・世代別にナンバーワンを決め、それを共有していくことで、様々な気づきや共有が

得られるものと思う。私の高校の生徒会に提案したところ、文化祭で導入してもらえることになった。その成果

と課題を検証し、市・県そして全国へ広めていけるような活動にしていきたいと考えている。 
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